
二重経済モデルの動学分析

1.問　　題

A. W. Lewisの"Economic Development with

Unlimited Supplies ofLabour　によって議論の端緒

が開かれた「二重経済モデル」は、経済成長およ

び途上国からの工業化のメカニズムを備撤する強

力な理論である。その後このアイデアはG. Ranis

andJ. C. H. Feiによって引き継がれ、生産要素の

集約度や技術進歩など典型的な経済学のツールを

導入し、 "A Theory of Economic Development　に

おいて経済発展に成功する条件を導出するに至っ

ている。かれらの分析は、工業化への「転換点」

分析に発展し、多くの国でその実証分析が試みら

れている。

二重経済理論が、現実の経済発展および経済学

的思考において果たした貢献は計り知れないもの

であるが、そこでの論理構成には暖味な部分が

多々見られる。まず対象とする経済に、どうのよ

うな経済主体が存在し、どのような市場で何が取

引され、かれらの収入・支出のバランスは如何

に?またマルサスの「人口原理」は作用している

のか否か?などまず一時的均衡の段階で明白にす

べき点が多く、これが経済的インプリケーション

を分かりにくくしている。さらに体系にとっての

外生変数と内生変数の区別が不明確で、このこと

が一時的均衡から動学分析に進む際に障害になっ

ていると思われる。本稿は、これらの点を修正し

二重経済モデルからより有用な結論を導き出すこ

とが目的である。

2.基本モデル

まず最初に、経済発展モデルに登場する経済主

体と取引物を決定して、モデルの基本構造を明ら

かにする。この経済モデルでは、 「伝統部門」、

「近代部門」、 「労働部門」の3つの経済主体が存
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在する。ここで「伝統部門」は、農産品のような

生活必需品を生産・供給し、 「近代部門」は、生

産設備などの工業品を生産・供給し、両部門での

生産活動に必要な労働力は、 「労働部門」から供

給される。これらの部門構成からこの経済では、

「伝統部門」と「近代部門」の生産物、および労

働力の3つが取引されている。本論で以降に使用

する記号の意味は、以下のとおりである。

Q】: 「伝統部門」における生産量、

Q。: 「近代部門」における生産量、

C : 「労働部門」における「伝統部門」の生産

量への需要(ex.食料消費)、

Il: 「伝統部門」における「近代部門」の生

産量-の需要、

I2: 「近代部門」における「近代部門」の生

産量への需要、

Kl: 「伝統部門」における生産設備量、

K2: 「近代部門」における生産設備量、

Nl : 「伝統部門」で投入される労働力、

N2: 「近代部門」で投入される労働力、

L : 「労働部門」から供給される労働力、

W/pl : 「伝統部門」の生産物で測った実質賃金

m

pl/pZ: 「伝統部門」と「近代部門」の生産物の

相対価格

「伝統部門」における生産活動では、主要な投

入物は労働力と土地であり、その他、補助的に生

産設備が使われる。ここでは　生産要素の一つで

ある土地は一定で、生産能力は生産設備の投入に

よって増加すると考えよう。こうして「伝統部門」

における生産活動の投入・産出関係を、次式のよ

うに表すことができる。

(1) Q^FifN,,^).



この部門で得た利潤はすべて、 「近代部門」の

生産物に支出すると仮定すると、予算制的式は

(2 ) p.Q^wN.+p^.

のようになる。さらにこの部門が「近代部門」か

ら、曹惨品ではなくすべて生産設備(の追加)を

購入すると、生産設備量は

3 ) I,-dK,/dt.

にしたがって蓄積されていく。他方、 「近代部門」

は、 「伝統部門」と同様に

(4) Q2-F2(N2)K2)

労働力と生産設備を生産要素とする生産関数で表

せる。また予算制約式についても「伝統部門」と

同様の仮定をすると、

( 5 ) p2Q2-wN2+pzI2

となる。ここまでは「近代部門」は「伝統部門」

と同様の定式化されているが、それぞれの生産に

おける労働投入の決定に大きな違いが見られる。

つまり今期の利益! ^2-P2Q2-WN2を最大にする

ために、 「近代部門」は労働投入を追加したこと

による限界的利益がゼロになる、つまり限界的収

入が限界的費用を下回り次第、労働力を増やせな

い。この状態は

(6) p2∂F2(N2,K2)!∂N2-w.

の式で表され、追加労働投入についての限界(境

罪)条件を示している。 「近代部門」も「伝統部

門」同様に、 「近代部門」から曹移品ではなくす

べて生産設備(の追加)を購入すると、生産設備

wは

7 ) I2-dK2,/dt

にしたがって増加していく。

さらに「伝統部門」と「近代部門」の両方に労

働力Lを供給する「労働部門」が、対価として受

取った賃金すべてを食料品などとして「伝統部門」

の生産物の購入に当てたとすると、

(8) wL-p,C.

が成り立つ。しかし「労働部門」の全労働者Lが、

最低生活水準レベル:卓の食料しか消費できない

とすると、給食料消費量について次が成り立つ。

(9) C-旦L.

こうして3つの部門の性格付けと行動の定式化

が終わった。次に生産物および労働が取引される

市場について分析を進めよう。まず、 「伝統部門」

から供給される生産物は、 「労働部門」の主に食

料として需要・消費される。

(10) C-Q,

「近代部門」から供給される生産物の市場では、

「伝統部門」と「労働部門」が生産設備(の追加)

として需要する。

(ll) I,+I2-Q2

さらに「伝統部門」と「近代部門」の生産物の相

対価格は一定であると仮定できる。なぜなら、両

生産物の市場では、常に需給が一致し相対価格を

変化させる作用が働かないからである。 (本稿末

Note {1}を参照。)

(12) p,!p2-盟

最後に労働力の市場については、 「労働部門」か

らの供給と「伝統部門」と「近代部門」一から需要

について次式で表す。

(13) N,+N2-L

3. -時的均衡における関係

前節までのモデルは内生変数が12個であるのに

対し、 13式の方程式が存在するから、 -見解が存
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在しないようである。しかし「伝統部門」、 「近代

部門」と「労働部門」の3部門の予算制約式(2)、

(5)、 (8)から、一般に「ワルラス法則」と呼

ばれる恒等式を得る。

(N-1) p, (C-Ql)+p2(Ii+l2-Q2)

+w(N,+N2-L) -0

(なおこの法則は、このモデル全体の価格調整メ

カニズムと深い関係がある。本稿来Note {1}を参

照。)この恒等式により、 「伝統部門」の生産物、

「近代部門」の生産物と労働力の市場の需給一致

を示す(10)、 (ll)、 (13)の3式のうち、 1式は

独立ではなく、他の2式が成り立てば自動的に成

立する。したがって独立な方程式は12式であり、

内生変数の12個と一致してこのモデルはコンプリ

ートであるO

「伝統部門」の予算制約式(2)式より、今期

の利潤: 7Tl-PiQi-wNi-p2IiとなるO 「近代部門」

の生産物市場の需給一致式(ll)式より、 p2ll-

p2(12-P2I2. 「近代部門」の予算制約式(5)式よ

り、 P2Q2-P212-wN2。したがって、 「伝統部門」

と「近代部門」について次のような関係を得る。

(14) 7ri-p2Ii-wN2.

この式の経済的意味を考えよう。 「伝統部門」は

「労働部門」への賃金支払いを超える収入、つま

り余剰(利潤)を「近代部門」の生産物への購入

に当てている。この額は「近代部門」が「労働部

門」へ支払い貸金総額に等しい。 「労働部門」は

「近代部門」から受取ったのと同額を「伝統部門」

の生産物への購入に当てている。その結果、 「伝

統部門」は、 「労働部門」を経由して「近代部門」

に支払った同額の"wNz"と引き換えに「近代部

門」から"P2Il"を購入する。 (図1参照)

図1 :部門間の資金移動

さらに(8)and(9)式より、 「人口原理」

(マルサス)の結果として、

(15) w/p,-C/L- 0

を得る。この式の経済的調整は。以下のとおりで

ある。もし-人当たり消費が最低生活水準

(C/L>旦)を上回ると、人口Lは増加しうるか

ら-人当たり消費C/Lは減少する、逆は逆。以上

のような人口による調整メカニズムによって、

(15)式が成り立つ　Note{1}を参照。

両部門の生産関数に一次同次性を仮定すると、

次の2式を得る. (一次同次性についてはNote

(2)参照。)
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(1-1) Q,/K.-fi (N,/Kl)

(4-1) Q^K2-f2 (N2/Iも).

これを仮定すると、 「近代部門」における限界条

件は

(6-1) df2即2瓜>)/d (N2瓜.2)-w/p2.

となり、さらに(8)、 (9)、 (10)式より「伝統

部門」の生産物の需給一致式を、

(10-1)旦・Lni -fi (N,/Kl)

のように書き換えることが出来る。また



(13-1) N,/K,+Ns瓜.,-L/I<1

の式は、図2において右下がりの直線を表す。

(10-1)、 (13-1)の2式を、 [L/Kl]の項で割ると、

「伝統部門」と「近代部門」における労働投入量

の関係を示す

(16) Nz瓜-fi (N,瓜l)/Q -Nl/Kl.

を得、図2での曲線にあたる。この等式の意味を

考えよう。 「伝統部門」と「近代部門」における

労働投入量の合計: Nl/K,+N2,/Klは、 must equal

thepopulationthat 「伝統部門」の生産物(食料品)

が維持できる人口: fi(N,/K,y壁に必ず等しい.ま

たこの曲線の傾き

(16-1) d (N2凧)/d (N,/Kl)

= {df, (Ni/ILL)/d (N,/ILL ) )/壁-1

は、 「伝統部門」での労働投入量が減少したとき、

「近代部門」での労働投入が増加するか減少する

かを表している。 「伝統部門」の生産物の限界的

な減少量が、それに対する消費需要の限界的な減

少量を下回る時、つまり

df, (N,/Kl)/d (N,/K,)<旦

食料の余剰があるから、 「近代部門」での労働投

入量は増加しうる。

L/Kl　　と/KI Nl/Kl

図2 :両部門での労働投入量の関係
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4.動学プロセスの分析

次なる数学的分析として、このモデルが時間の

経過とともにどのような運動を行うか健闘する必

要がある(6-1)式において(12)、 (15)式を使

うと、 「近代部門」での労働投入量:N2/K2は、次

のような関数形で表現できる。

(6-2) N2/K2-n2 (旦・旦).

さらに、 (3)、 (6-2)、 (12)、 (14)、 (15)式を用

いて、 「伝統部門」の生産設備の増加は以下のよ

うになる。

(17) 1/KrdKj/dt-壁.盟 n2(旦・旦)-(K2/Kl)。

他方、 「近代部門」については(4-1)、 (5)、 (6-

2)、 (7)、 (12)、 (15)式より、

18 1/K2-dK2!dt

=f2{n2(旦・旦))-旦・旦・n2(壁.盟)、

となり、ここでw/p2-旦・旦であること、つまり

「近代部門」の利潤が正であると仮定する.した

がって(17)、 (18)式より、

1/(K2,/K,) - d (K2/Kl)!dt - l/K2 - dK2/dt - 1/K. - dKi/dt

であるから、時間の経過による全系全体の動学的

嗣warn

(19) 1/(K2瓜)-d (K,促1)/dt

=f2{n2(0　旦))-旦・9 112(旦・旦)

-旦・旦112(旦　a)-(K./K,).

で表すことが出来る。この動学プロセスの均衡状

鍔IffJ

(20) [K*侃1】.

=f2{n2(旦・旦))/〈Q・旦・m(旦・旦)}-!・

であり、さらにそこでの安定条件は(19)式より、

次のように満たされる。



d {d(K2/It.)!dt}/d(K2/IiA-一旦・旦n2(旦・旦)<0.

以上の動学プロセスの分析によって、図2にお

ける工業化の過程を観察することができる。

According to this dynamic system, we can see the

process of industrialization in Figure 2. 「近代部門」

の労働投入量については、 (6-2)式より

(21 ) N2/Ki - (N2/K2WK2,/Kl)

=n2(旦・旦)-(K2/K, ),

であるから【N2/K】]は【K2/K,l同じ方向に変化

する。工業化が開始される前、 「伝統部門」の労

働投入量は、もちろん

旦・_L/K,-f, ( L/Kl)

で定義される労働力の最大値(初期存在量) Lで

あった。よってわれわれの工業化は図2のP点、

Nl/K,-L/Ii N,侃1-0から始まる。その後、 (16)

式が示す図2の曲線に沿って、その頂点であるQ

点-向かう。そこでは曲線の傾きが(16-1)式で

d (N2/Kl)/'d (Ni./K>) - 0

であるから、次式が成り立っている。

(22) df, (Ni/Kl)/d (N,/I(I)-壁

ここで均衡状態に至る可能性が二つ存在する。一

つは(21)式より得た

(21-1) [N2凧1 -M旦・旦)・【K2促r.

が、 Q点の高さより低くしたがって、水平線

N2/K,-[Na/Ki]'はこの曲線の頂点より低いケース

である。図2において経済の運動を示す点は、こ

の水平線と曲線の交点、 R点に留まる。もう一つ

は、 【N2/K,rがQ点の高さより高くしたがって、

水平線N2!K,-[N2,/Kl】'はこの曲線の頂点より高い

ケースである。運動点は曲線の頂点に達すると、

曲線から外れることも出来ず、上方に向かう力は

働き続けるから、この頂点Q点に留まるしかな

い。
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どちらのケースが当てはまるかは、 [N。/K,]'、

したがって旦・旦、の大きさに依存する.どちら

にしても運動点は、 Q点を超えることはできな

い。

5.モデルの性質と経済的含意

これまで議論によると、図2のP点から工業化

を始めた経済は、 Q点に到達し工業化に成功する

か、その前にRで停滞し失敗するかである。もし

工業化の程度が「近代部門」と「伝統部門」への

労働投入の比率:N2/N.で表されるとすると、図

2でQ点は明らかにR点より工業化が進んでい

る。前者は動学プロセスの均衡点に相当し、 「近

代部門」は(6)式、したがってhence(6-1)、 (6-

2)式より、毎期の利潤: 7r2の最大化に成功してい

る。また「近代部門」の生産設備:K2はその行動

原理に従って拡大し続け、その成長率を示す(18

式の左辺は、 (5)式より利潤率: 7T2/P2K.2に等し

い。そして「近代部門」が「伝統部門」の利潤

率: 7Ti/p2Kiを同じ牢に引き上げる時、経済の変

動は停止する。しかしこの状況は必ずしも、 Q点

に留まることを意味しないO二つのケースを区別

するには、体系の外生変数についてさらに検討す

ることが求められる。

二つのケースは、 Q点の高さと[N2!K,]'の大

きさを比較から生じる　(22)式は、 Nl/K,-ni

(壁)と書き換えられるから、後者のケースで(16)

式は「伝統部門」の生産物で測った実質賃金率:

w/pi-旦、の関数で表される。つまり、

(16-2) [WILJQ-fi {ri!(壁))/壁-n.(壁)…u(壁).

他方、前者は(2ト1)式は(20)式を用いて、 is

the following function of 「近代部門」の生産物で

測った実質賃金率: w/p2-(w/pi)-(pi/p2)-旦・旦、

の関数で表される。

(21-2) [N2瓜1】*-f2 {n2(旦・旦))/(旦・旦)

~n-(0・q)三、・(0・q).

(16-2)式と(21-2)式の左辺の値は両者とも、

一定でここでのモデルの外生変数に依存してい



る。つまりwhichisnotonly人々の最低生活水準:

壁、 「伝統部門」と「近代部門」の生産物の相対

価格:旦だけでなく、両部門の生産関数の形状で

ある。よってその経済が高度な工業化に成功す

る:Q点か、 R点に留まるかは、どのような外生

変数をかかえて工業化をスタートさせたかで運命

づけられている。

どちらの運命を辿るかは、 (16-2)式のu(壁)-

p2!K,], 、と(21-2)式のV (旦・旦)-[N,/KI∃.の差

がどう変化するかによる。

(23) du-dv

-(n2-nO-(d旦/ 0 )+(v+n2)-(d旦/a ),

これより、 「伝統部門」の「近代部門」に対する

生産物の相対価格:i-pi/pZが高いと、 u-

lN2/Kl]Q>v-[N2/K>r、となるから、工業化率が

低いR点になりやすい。なぜなら(23)式で、右

辺の第二項は正だからである。第一項については

最後の外生変数、生産関数の形状により正と負の

どちらにもなりうる。

n,-N,/K,とn2-N2,!K2を使うと、 (16-2)と(21-

2)は、

u= 【N2/K,]Q=fl (nl)/{df, (n,)./dni} -ni

-M, (n,)- [-dNl/dKi]Q;TOnst-( ∂Fl/Kl)/( ∂Fl/NO,

V= 【N2/K,]* = f2 (n2)/{df2 (n2)/dn2} ~n2

- M2 (n2) - 【 - dN2/<lK2]Qx。nil - ( ∂F2!K2)/( ∂F2/ ∂N2),

と書き直せるから、それぞれ生産関数の限界代替

率:Mであり、労働集約率:n-N/Kの関数とし

て表せる。ここで通常の生産関数ではdM/dn>0.

である

ri2　　　　　n i          n

図3 :両部門の生産関数の限界代替率
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図3は両部門の労働集約率: nと限界代替率:

Mの関係を示している。たとえば「近代部門」の

限界代替率: M2は常に(foralln) 「伝枕部門」よ

り大きいとしよう。通常、 「近代部門」は「伝統

部門」に比べて、労働投入を資本蓄積によって代

替されやすい、言い換えるとthe 「近代(伝統)

部門」は「伝統(近代)部門」より資本(労働)

集約的である(23)式より、 「近代部門」で労働

集約度:n2が小さい「伝統部門」のより労働集約

皮:nlとしよう、ただしM,-u(壁)-v(旦・旦)-

M。 (図3において)。この場合には、最低生活水

準:色が高いとtu-[N2/Kl]Q<v-[N2/K,"となり、

高度な工業化: Q点が約束される。なぜなら(23)

式の右辺第一項の係数が負であるから、逆は逆。

「近代部門」と「伝統部門」で生産関数の形状が

同じ'. Mi-M2foralln、最低生活水準:旦の違い

は工業化に影響は与えない。

以上の分析から工業化のスタート時に、 「近代

部門」の「伝統部門」に対する生産物の相対価

格: p。!plが高い時には、高度な工業化を達成でき

る。たとえその時、 「伝統部門」の生産物で測っ

た実質賃金率:w/pi-旦が高い時でも、 「近代部

門」の生産関数が「伝統部門」と比べて資本集約

意的である場合には、予想に反し行き着く先は工

業化率が高くなる。

Notes

H　市場における需要と供給を調整する価格調整

メカニズムについて

本文中、 N-1式の「ワルラス法則」から、

市場の需給を調整する価格システムとして2種類

の実質賃金率が存在する。つまりthere in 「伝統

部門」の生産物で測った:W!plと「近代部門」の

生産物で測った:W!pZである。ここでのモデルは

貨幣の発行と保有を明示的に取り入れていないか

らである。前者の実質賃金率は、 (15)式の「人

口原理」が強く作用することによって、人々の最

低生活水準:亘から承離しないから、 「伝統部門」

の生産物市場で需給を一致させているのは、 「伝

統部門」の生産物で測った実質賃金率ではなく人

口の変化である。他方、 「近代部門」の生産物市



場については、 (ll)式において後者の実質賃金

率を変化させ作用は働いていない(2)式と

(5)式の予算制約式によって両部門の需要は余

刺(利潤)と一致しており、価格メカニズムが働

く余地はない。したがって後者の実質賃金率:

w/p2-(w/pi)-(pi/p2)も一定で、 (15)式より(12)

式を得る。

121 -次同次の生産関数の意味

多数の独立変数からなる関数で経済学者は用い

る「一次同次性」は、たとえばQ-F(N,K)にお

いて、 "foranyt:F(t-N,t-K)-t-F(N,K)"と定義

される。経済的意味合いをつければ、 「NとKの

両投入物がt倍になれば、産出:Qもt倍にな

る。」 「一次同次性」について別の表現をすると、

"dK/K-dN/N-t: for any t then dQ/Q-t"と書け

るが、

(N-2) ifdx-x-(dN/N-dK/K)-0,

then dy-y(dQ/q-dK!K)= 0,

ここでx-N瓜,y-Q瓜である

この記号を使って生産関数: Q-F(N,K)は次

式となり

(N-3) y-F (x-K,K)侃… ≠ (x,K),

その仝微分方程式は、独立変数の増加分の関数と

して、

(N-4) dy-(∂F/∂N)-dx

+( ∂F/ ∂K+x- ∂F/∂N-F/KWKノK.

とかける　N-2　式において、 dy-Ounderdx-O

であるから、右辺節二項の係数はゼロであり、

"オイラー方程式"と呼ばれている。言い換えれ

ばIn other words, it tells us from the (N-3)式で定義

された関数: ≠について

∂¢/∂K=0,

であるから、 y-q/KはKの関数ではなく、 x-

N/Kのみの関数である、つまり

y=f(x).

(N-4)式の第一項から、

∂F/∂N= ∂≠ /∂x=dy/dx,

ここで労働投入: Nと産出: Qの生産上の関係

は、労働集約度'. x-labor input: N/capital input: K

のみによって決まる。したがって生産関数におけ

る「一次同次性」の仮定は、本文中の動学分析に

おいて時間の経過に伴う資本蓄積(Kの増加)か

ら生じる複雑な影響を排除でき、一時的均衡にお

ける重要な経済関係に集中できる。
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